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掘削標準断面図 埋戻標準断面図
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カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

路面仮復旧
掘 削 幅

掘
 
削

 深

砕石埋戻厚

種別採用 ｂ

一  般  部

乗入(Ａ型)

乗入(Ｂ型)

乗入(Ｃ・Ｄ型)

110 mm

270 mm

320 mm

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

機 械 掘 削
（バックホウ等）

クラッシャーラン４０
再　生

(常温合材３㎝)

現 況 舗 装

図名
番号
整理

101 0 1土工標準図

土 工 標 準 図

（国道，歩道，アスファルト舗装）

ＣＢＲ２０以上

（バックホウ等）

（
㎝

単
位

に
丸

め
る

）

再生砂

420 mm

山土　同等品以上



掘削標準断面図 埋戻標準断面図

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うことを原則とする。

採　　用 仮 復 旧 厚 b cａ

ｔ＝１０cm
 50  50

 50
ｔ＝１５cm

掘 削 幅

掘
 
削

 深

掘 削 幅

機
械

投
入

＋
タ

ン
パ
ー

転
圧

ｈ

10
0

1
00

ｃ

ａ

ｂ

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

タックコート

不陸整正

プライムコート

（バックホウ等）

現 況 舗 装

密粒３０％再生

密粒３０％再生

粗粒30％再生

安定処理

ＲＣ４０

ＲＣ４０

160

160100

良 質 土

ＣＢＲ２０以上

路面仮復旧

管
外

径

図名 1 0 1 0 2土工標準図 整理
番号

土 工 標 準 図

（県道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１０，１５）

機 械 掘 削
（バックホウ等）

再生砂

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上



安定処理

 50

 50

ｂ

ｃ

不陸整正

タックコート

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うことを原則とする。

採　　用 仮 復 旧 厚 b cａ

ｔ＝１０cm
 50

ｔ＝１５cm

掘 削 幅

掘
 
削

 深

掘 削 幅

機
械

投
入

＋
タ

ン
パ
ー

転
圧

ｈ

10
0

1
00

ａカッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

プライムコート

（バックホウ等）

現 況 舗 装

ＲＣ４０

ＲＣ４０

160

160100

ＣＢＲ２０以上

良 質 土

ＣＢＲ２０以上

路面仮復旧

管
外

径

図名 土工標準図 整理
番号

土 工 標 準 図

機 械 掘 削
（バックホウ等）

（県道，車道切削，アスファルト舗装　ｔ＝１０，１５）

粗粒30％再生

再生砂

1 0 1 0 3

山土　同等品以上

安定処理

粗粒30％再生



埋戻標準断面図

・１日作業区間毎に仮復旧を行うことを原則とする。

掘削標準断面図

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

掘 削 幅

掘
 
削

 深

掘 削 幅

機
械

投
入

＋
タ

ン
パ

ー
転

圧

ｈ

10
0

1
00

ｃ

ｂ
ａ

カッター

現況舗装厚

不陸整正

プライムコート

ｄ

タックコート

機械取壊し積込
（バックホウ等）

仮 復 旧 厚 ａ b c d

ｔ＝１８cm
粗粒30％再生 安定処理 ＲＣ４０

150 80

 50

粗粒30％再生

 50

安定処理

100

ＲＣ４０

200
ｔ＝２０cm

採　　用

路面仮復旧

現 況 舗 装

機 械 掘 削

（バックホウ等）

 50

密粒30％再生

密粒30％再生

 50

良 質 土

管
外

径

土工標準図
番号
整理図名

土 工 標 準 図

（県道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１８，２０）

（
㎝

単
位

に
丸

め
る

）

再生砂

0101 4

ＣＢＲ２０以上

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上



・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うことを原則とする。

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

掘 削 幅
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 削

 
深

掘 削 幅
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投
入

＋
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パ
ー
転

圧

3
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1
00

1
00

ｈ

（
㎝

単
位

に
丸

め
る

）

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込
（バックホウ等）

路面仮復旧
(常温合材３㎝)

図名
整理
番号

土工標準図

現 況 舗 装

機 械 掘 削
（バックホウ等）

管
外

径

土 工 標 準 図

（県道，歩道，アスファルト舗装）

良 質 土

再生砂

0 1 01 5

種　別 舗装厚

一般部

乗入部

乗入部

ｔ＝３cm

ｔ＝４cm

ｔ＝５cm

ｂ
Ｃ

b c

100

ＲＣ３０

ＲＣ３０Ｍ３０

ＲＣ３０

―

―

―

―160

120

100



・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

埋戻標準断面図掘削標準断面図

図名
整理
番号

土工標準図

掘 削 幅

掘
 
削

 
深

掘 削 幅

機
械

投
入
＋

タ
ン
パ

ー
転

圧

30
ｈ

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

（バックホウ等）

路面仮復旧

現 況 舗 装

機 械 掘 削

（バックホウ等）

(常温合材３㎝)

管
外

径

土 工 標 準 図

（
㎝

単
位
に

丸
め

る
）

再生砂

クラッシャーラン３０
再　生

12
0

（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝５）

1 0 1 0 6

1
00

10
0

在 来 土

山土　同等品以上

ＣＢＲ２０以上 10
00



1
00

1
00

管
外

径

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

ｂ
ａ

掘
削

深

掘削幅 掘削幅

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー
転

圧（バックホウ等）

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

現 況 舗 装

機 械 掘 削

（バックホウ等）

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

採　　用

仮復旧種別

仮復旧砕石厚

常温合材 密粒30％再生

a=30 a=50

図名
整理

番号
土工標準図

クラッシャーラン４０
再　生

再生砂

（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１０）

b=230 b=210

1 0 1 0 7

山土　同等品以上

ＣＢＲ２０以上

在 来 土

1
00
0



1
00

1
00

管
外

径

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

ｂ
ａ

掘
削

深

掘削幅 掘削幅

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー
転

圧（バックホウ等）

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

現 況 舗 装

機 械 掘 削

（バックホウ等）

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

採　　用

仮復旧種別

仮復旧砕石厚

常温合材 密粒30％再生

a=30 a=50

図名
整理

番号
土工標準図

クラッシャーラン４０
再　生

再生砂

（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１５）

b=280 b=260

在 来 土

ＣＢＲ２０以上 1
00

0

1 0 1 0 8

山土　同等品以上



掘
削

深

掘削幅 掘削幅

（バックホウ等）

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

機 械 掘 削

（バックホウ等）

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

図名
整理

番号
土工標準図

1
00

1
00

管
外

径

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー

転
圧

クラッシャーラン４０

再生砂

（市道，車道切削，アスファルト舗装　ｔ＝１０）

再　生

1
00

20
0

再 生 瀝 青 安 定 処 理現 況 舗 装

1 0 1 0 9

プライムコート

在 来 土

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上

1
00

0



掘
削

深

掘削幅 掘削幅
カッター

現況舗装厚

機 械 掘 削

（バックホウ等）

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

仮復旧種別

図名
整理

番号
土工標準図

1
00

1
00

管
外

径

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー

転
圧

クラッシャーラン４０
再　生

再生砂

（市道，車道切削，アスファルト舗装　ｔ＝１５）

在 来 土

ＣＢＲ２０以上 1
00

0

a=150

再生密粒アスファルト　t=50

再生瀝青安定処理     t=100

現 況 舗 装

機械取壊し積込

（バックホウ等）

16
0

ａ

1 0 1 1 0

プライムコート

山土　同等品以上



土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

掘 削 幅

掘
 
削

 
深

掘 削 幅

機
械

投
入

＋
タ

ン
パ
ー
転

圧

10
0

10
0

ｈ

路面仮復旧

（市道，車道，防塵処理）

管
外

径

機 械 掘 削

（バックホウ等）

図名
整理

番号
土工標準図

（
㎝

単
位

に
丸

め
る

）

再生砂

12
0

再生クラッシャーラン３０

1 0 1 1 1

（防塵処理）

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上

10
0
0

在 来 土



土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

掘削幅 掘削幅

掘
削

深

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー
転

圧

30

10
0

管
外

径
1
00

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込
(バックホウ等)

(常温合材3㎝)
路面仮復旧

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

機 械 掘 削

（バックホウ等）

現 況 舗 装

クラッシャーラン３０
再　生

図名
整理

番号
土工標準図

再生砂

1 0 1 1 2

ｂ

乗 入 部

区 分

一 般 部

再生砕石

再生砕石

厚１００㎜

ｂ 備    考

（市道，歩道，アスファルト舗装　ｔ＝３，４）

厚１１０㎜

在 来 土

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上

10
0
0



土 工 標 準 図

（市道，未舗装）

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

掘削幅

掘
削

深

掘削幅

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー
転

圧

1
00

10
0

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

機 械 掘 削

（バックホウ等）

管
外

径

図名 土工標準図
番号
整理

再生砂

10
0

1 0 1 1 3

　ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ３０

山土　同等品以上

ＣＢＲ２０以上

在 来 土

10
00



土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うことを原則とする。

採　　用 仮 復 旧 厚 b cａ

掘 削 幅

掘
 
削
 深

掘 削 幅

機
械
投
入
＋
タ
ン
パ
ー
転
圧

ｈ

1
0
0

1
00

ａ

ｂ

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

タックコート

不陸整正

プライムコート

（バックホウ等）

現 況 舗 装

路面仮復旧

管
外

径

d

ｃ

ｄ

 50
ｔ＝１５cm

密粒３０％再生

100

粗粒30％再生 Ｍ-４０

100 100

Ｃ-４０

盛土材

図名 土工標準図 整理
番号

（バックホウ等）
機 械 掘 削

（国道，側道，アスファルト舗装　ｔ＝１５）

再生砂

1 0 1 1 4



掘削標準断面図 埋戻標準断面図

10
0

1
00

管
外

径

ｈ

掘 削 幅

機
械
投

入
＋

タ
ン

パ
ー
転

圧

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

掘 削 幅

掘
 
削

 深

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

機 械 掘 削
（バックホウ等）

クラッシャーラン４０
再　生

現 況 舗 装

図名
番号
整理

101土工標準図

土 工 標 準 図

（バックホウ等）

（
㎝

単
位

に
丸

め
る

）

再生砂

路面仮復旧
再生30%密粒As(20)

50

（国道，側道部，アスファルト舗装）

20
0

1 5

山土　同等品以上

ＣＢＲ２０以上



・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

埋戻標準断面図掘削標準断面図

図名
整理
番号

土工標準図

掘 削 幅

掘
 
削

 
深

掘 削 幅

機
械

投
入
＋

タ
ン
パ

ー
転

圧

10
0

1
00

ｈ

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

（バックホウ等）

現 況 舗 装

機 械 掘 削

（バックホウ等）

管
外

径

土 工 標 準 図

（
㎝

単
位
に

丸
め

る
）

再生砂

クラッシャーラン３０
再　生

1 0 1

（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝４）

3 0

30
12

0

在 来 土

ＣＢＲ２０以上

山土　同等品以上

10
0
0



掘
削

深

掘削幅 掘削幅

（バックホウ等）

カッター

現況舗装厚

機械取壊し積込

機 械 掘 削

（バックホウ等）

・ＨＰの場合、砂の土被りは０とする

・埋戻土の転圧を充分行うこと。

・１日作業区間毎に仮復旧を行うこと。

土 工 標 準 図

掘削標準断面図 埋戻標準断面図

図名
整理

番号
土工標準図

1
00

1
00

管
外

径

ｈ

(㎝
単

位
に

丸
め

る
)

機
械

投
入

+タ
ン

パ
ー

転
圧

再生砂

再　生

現 況 舗 装

1 0 1

プライムコート

（市道，車道切削，アスファルト舗装　ｔ＝５）

再 生 密 粒 Ａ ｓ 50
10

0

3 1

クラッシャーラン３０

山土　同等品以上

ＣＢＲ２０以上

在 来 土

10
00



H

ｄ

D

t

330 330 330

W L

コンクリート枕土台基礎

枕土台基礎

Ｄ 管 外 径ｔ Ｌ ｄ Ｈ 管控除(Ａ) 土台控除(Ｂ)

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

200 27

28

30

32

35

38

42

50

58

66

75

254

306

360

414

470

526

584

700

816

932

1050

2000

2000

2000

2000

2430

2430

2430

2430

2430

2430

2430

100

150

200

0.35

0.41

0.46

0.51

0.62

0.68

0.73

0.85

1.02

1.13

1.20

0.051

0.074

0.102

0.135

0.173

0.217

0.268

0.385

0.523

0.682

0.866

0.007

0.007

0.007

0.009

0.013

0.016

0.023

0.033

0.050

0.067

0.058

0.081

0.109

0.144

0.184

0.230

0.287

0.412

0.564

0.737

控除量（Ａ＋ 　）L
2B

図名 整理 1 0 2 0 1ヒューム管布設標準図
番号

ヒューム管布設標準図



くさび(松正角)

ｈ

D
80(70) 80(70) 80(70)

ボルト・ナット(角座金付)

詳細図　 仕上がり寸法×2以上

仕
上

が
り
寸
法

L

ｈ

横木(生松太鼓落し)

砂利または
砕石L'

ａ

縦木(生松太鼓落し)

かすがい

D

200

60 80 60

φ13

① 詳 細 図

はしご胴木基礎

（　）内数値は長さ２，０００㎜管

図名 整理
番号

1 0 2 0 2ヒューム管布設標準図

（１ｍ当り）

種 目
形 状

内 径
（㎜） ２００～３５０

４００

４５０～６５０

７００～１，０００

３００

３００

４００

６００

４５０

６００

縦木間隔（ａ）
（㎜）

内　径（Ｄ）（㎜）
基礎幅（Ｌ）

（㎜）

４５０

９００

基礎厚（ｈ）
（㎜）

１６５

１８０

２４０

くさび長さ（Ｌ’）
（㎜）

１５０

１５０

２００

３００

はしご胴木基礎材料表 はしご胴木基礎寸法表

２５０～３５０

４００

４５０～６００

７００～１，０００

生松太鼓落し

（横木材）

生松太鼓落し

（縦木材）
松正割（角）

ｍ　　㎝　　㎝

１．８×１０．５×７．５

０．００７５ｍ3

　長さ　　末口　　仕上げ 　長さ　　末口　　仕上げ　長さ　　末口　　仕上げ

４．０×１２．０×９．０

ｍ　　㎝　　㎝ｍ　　㎝　　㎝

０．０３０４ｍ3

４．０×６．０×６．０

０．００１４ｍ3

１．８×１２．０×９．０ ４．０×１２．０×９．０ ４．０×６．０×６．０

０．００８０ｍ3

０．０１０７ｍ3

０．０２５３ｍ3

１．８×１２．０×９．０

１．８×１５．０×１２．０

０．０３０４ｍ3

４．０×１２．０×９．０

４．０×１５．０×１２．０

０．０４７９ｍ3

０．０３０４ｍ3

０．００１２ｍ3

４．０×６．０×６．０

０．００１６ｍ3

４．０×７．５×７．５

０．００４０ｍ3

ヒューム管布設標準図

１８０



各    部    寸    法 単位　㎜

e f g h H

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

Do

27

28

30

32

35

38

42

50

58

66

75

254

306

360

414

470

526

584

700

816

932

1050

450

450

500

550

550

600

650

750

850

950

a

1050

100

b

650

650

700

750

750

800

850

950

1050

1150

1250

c

150

100

150

200

103

120

136

154

37

45

53

61

69

77

86

137

145

153

161

219

227

236

253

320

336

354

278

277

280

282

335

338

342

350

408

416

425

556

504

610

664

770

826

884

1000

1166

1282

1400

0.57

0.59

0.67

0.76

1.05

1.16

1.29

1.55

2.24

2.57

2.93

0.98

0.98

1.05

1.13

1.13

1.20

1.28

1.43

1.58

1.73

1.88

dDｔ

材料表　１０ｍ当り
コンクリート

１８－８－４０
砕　　石

ＲＣ－４０

ｍ3 ｍ3

D

Dot

90°

H

ｇ

ｆ
ｅ

ｄ

t

ｃ

ａｂ ｂ

９０°コンクリート

寸  法  及  材  料  表

ヒューム管布設標準図

h

図名 整理
番号

1 0 2 0 3ヒューム管布設標準図



寸  法  及  材  料  表

各    部    寸    法 単位　㎜ 材料表　１０ｍ当り

e f g h H

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

Do

27

28

30

32

35

38

42

50

58

66

75

254

306

360

414

470

526

584

700

816

932

1050

D

450

a

100

b

650

c

150

100

150

200

278

277

280

282

335

338

342

350

408

416

425

556

504

610

664

770

826

884

1000

1166

1282

1400

d

500

550

600

650

700

750

850

950

1250

1100

700

750

800

850

900

950

1050

1150

1300

1450

64

77

90

104

118

132

146

175

204

233

263

164

177

190

204

268

282

296

325

404

433

463

0.64

0.73

0.84

0.94

1.39

1.53

1.68

1.98

2.77

3.37

4.00

0.98

1.05

1.13

1.20

1.28

1.35

1.43

1.58

1.73

1.95

2.18

ｔ 砕　　石
ＲＣ－４０

コンクリート
１８－８－４０

m3 m3

b b

ｔ

D

Do ｔ

H

c

a

h

ｆ
ｅ

ｇ
ｄ

120°

ヒューム管布設標準図

１２０°コンクリート

整理

番号
1 0 2 0図名 4ヒューム管布設標準図



寸  法  及  材  料  表

各    部    寸    法 単位　㎜ 材料表　１０ｍ当り

e f g h H

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

Do

27

28

30

32

35

38

42

50

58

66

75

254

306

360

414

470

526

584

700

816

932

1050

D a

100

b c

150

100

150

200

278

277

280

282

335

338

342

350

408

416

425

556

504

610

664

770

826

884

1000

1166

1282

1400

d

500

550

600

650

700

750

800

900

1050

1200

1350

700

750

800

850

900

950

1000

1100

1250

1400

1550

127

153

180

207

235

263

292

350

408

466

525

227

253

280

307

385

413

442

500

608

666

725

0.88

1.01

1.16

1.31

1.81

1.99

2.17

2.53

3.70

4.49

5.32

1.05

1.13

1.20

1.28

1.35

1.43

1.50

1.65

1.88

2.10

2.33

ｔ １８－８－４０
コンクリート

ＲＣ－４０
砕　　石

ｍ3 ｍ3

D

Dot t

H

e
f

d
g

h

c

ab b

ヒューム管布設標準図

１８０°コンクリート

180°

図名
整理

番号
1 0 2 0 5ヒューム管布設標準図



ヒューム管布設標準図

３６０°コンクリート　φ５００以下

50 50ｊ ｋ ｊ

b1100 100
b2

200 200

20
0

20
0

50
50

15
0

h2

h1

h3

Ａ ５３０３－１種

R1

R2

R3

D

t

t

b1

P3-D200

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3）

P3-D250

P3-D300

P3-D350

P3-D400

P3-D450

P3-D500

tD

42

38

35

32

30

28

27

500

450

400

350

300

250

200

h3h2h1b2b1

10501100

1040

980

820

760

720

660

990

930

770

710

670

610

900

840

780

620

560

520

460

150

150

150

100

100

100

100

900

840

780

620

560

520

460

Kj

170

140

160

9.200

18.000

16.800

15.600

12.400

11.200

10.400

1.650

1.560

1.470

1.230

1.140

1.080

5.421

4.883

4.349

2.498

2.118

1.969

4.1

4.1

4.1

5.0

5.0

5.0

5.0

材　　料　　表

P3-D200

P3-D250

P3-D300

P3-D350

P3-D400

P3-D450

P3-D500 15.600

9.950

9.950

7.960

5.970

5.970

5.970

1.560

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

10

10

10

8

6

6

6

D16

D13

D13

D13

D13

D13

D13

3.980

3.682

3.383

2.587

2.289

2.090

800

740

680

520

460

420

360

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

5

5

5

5

5

5

5

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

2120

2000

1880

1560

1440

1360

10.547

9.950

9.353

7.761

7.164

6.766

6.169

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

5

5

5

5

5

5

5

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D131.791

形状

1.609360(=2×180) 0.990

基礎材(m3) 型わく(m2) ｺﾝｸﾘｰﾄ管本数

420(=2×210)

460(=2×230)

200

400(=2×200)

400(=2×200)

800(=4×200)

記　　　　　号
（１０ｍ当たり）単位（㎜）寸　　　　　法　　　　　表

記　　　　　号
本　数鉄筋径

  横方向鉄筋　Ｒ３　（１ｍ当たり）

R3R1

  縦方向鉄筋　Ｒ１　（１ｍ当たり）   横方向鉄筋　Ｒ２　（１ｍ当たり）

重　量（㎏） 鉄筋径 本　数 １本当たり長さ（㎜） 重　量（㎏） 鉄筋径 本　数

1240

１本当たり長さ（㎜） 単位重量(㎏/m)

0.995

単位重量(㎏/m)単位重量(㎏/m) 重　量（㎏）

1 0 0図名
番号
整理ヒューム管敷設標準図 2 6



100 100

20
0

b1

20
0

50 50j k j

j
k

j
50

50

h2

h1

h3

b1

b2

200

D

ｔ

ｔ

ＳＡ５３０３－１種

R1

R2

R1 R2

1780

1660

1540

1420

1200

1580

1460

1340

1220

1000

1000 82

75

66

58

50

900

800

700

600

P4-D1000

P4-D900

P4-D800

P4-D700

P4-D600

1780

1660

1540

1420

1200

1580

1460

1340

1220

1000

120

160

150

140

180

200

200

200

200

150

14.323

12.657

11.134

20.000 4.1

4.1

4.1

4.1

4.131.600

29.200

26.800

24.400

3.560

3.320

3.080

2.8409.654

（１０ｍ当たり）

tD h3h2h1b2b1 Kj

材　　料　　表
記　　　　　号

寸　　　　　法　　　　　表

23.084

27.462

29.850

32.238

34.626

10

10

10

10

10

19.900

23.880

43.680

43.680

24

20

3480

3240

3000

2760

2320

P4-D1000

P4-D900

P4-D800

P4-D700

P4-D600

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

49.9201.560

1.560

1.560

0.995

0.995

32

28

28

D13

D13

D13

D13

D13

D16

D16

D16

D13

D13

記　　　　　号
形状

6.152 2.400

基礎材(ｍ3) 型わく(ｍ2) ｺﾝｸﾘｰﾄ管本数ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｍ3)

600(=3×200)

800(=4×200)

1000(=5×200)

1000(=5×200)

1200(=6×200)

  縦方向鉄筋　R1　（１ｍ当たり）   横方向鉄筋　R3　（１ｍ当たり）

単位（㎜）

３６０°コンクリート　φ６００以上

鉄筋径 本　数 重　量（㎏）単位重量(㎏/m) 鉄筋径 本　数 １本当たり長さ(㎜)単位重量(㎏/m) 重　量（㎏）

70201
番号
整理図名 ヒューム管布設標準図

ヒューム管布設標準図



掘削幅

15
0

L=2,430

2,000

D

ｔ

ｔ

Ｈ mＴ mmＤ mm

300

600

500

450

400

350

30

32

35

38

42

50

0.510

0.564

0.620

0.676

0.734

0.850

砂　基　礎

ヒューム管布設標準図

H

ヒューム管布設標準図
整理

番号
図名 1 0 0

再生砂

2 8



掘 削 幅

※可とう継手は次の４項目を満たすものとする。

(1) 外水圧で0.1ＭＰａ(1kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

(3) 屈曲角度10゜において、外水圧で0.1ＭＰａ(1kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

(4) 施工が容易であること。

(2) 内水圧で0.05ＭＰａ(0.5kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

10
0

10
0

H

t tD
線
心
中
板
矢

線
心

板
矢

中
Do

可とう継手

管　径 Ｄ Ｄｏ ｔ Ｈ 管控除(Ａ) 備　　考

寸 法 表

ｍ ｍ3／ｍ㎜㎜㎜

10301図名 硬質塩化ビニル管布設図 整理
番号

硬質塩化ビニル管布設図　(VU)

砂 基 礎

再生砂

0.0790.529318300300

0.056

0.037

0.47

0.42

8

7

267

216

251

202

250

200

150 154 165 5.5 0.37 0.021



ゴム輪受口片受け直管
寸 法 表

t D t

Do

H

10
0

10
0

掘 削 幅
矢
板
中
心
線

矢
板
中
心
線

可とう継手

管　径 Ｄ Ｄｏ ｔ Ｈ 管控除(Ａ) 備　　考

※可とう継手は次の４項目を満たすものとする。

(1) 外水圧で0.1ＭＰａ(1kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

(2) 内水圧で0.05ＭＰａ(0.5kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

(3) 屈曲角度10゜において、外水圧で0.1ＭＰａ(1kgf/cm2)に対し止水性を有すること。

(4) 施工が容易であること。

㎜ ㎜ ㎜ ｍ ｍ3／ｍ

0301図名 整理硬質塩化ビニル管布設図
番号

硬質塩化ビニル管布設図 (VU)

砂 基 礎

再生砂

0.0790.529318300300

0.056

0.037

0.47

0.42

8

7

267

216

251

202

250

200

150 165 0.37 0.021154 5.5

2



素　掘　り

掘 削 幅 掘 削 幅 掘 削 幅 掘 削 幅

アルミ製腹起し材

水圧式サポート

＠２．０ｍ

アルミ製腹起し材

水圧式サポート
＠２．０ｍ

軽量鋼矢板

0401図名
番号

整理

土  留  工
掘
削

深
　

Ｈ
≦

１
．

５

（参考図）

土  留  工（軽量鋼矢板） 1

軽量鋼矢板
L=1.5m,2.0m,2.5m（建込） L=2.5m,3.0m,3.5m,4.0m（建込）

掘
削

深
　
１

．
３
＜
Ｈ

≦
１
．

８
（

１
段

）
→

Ｌ
＝

２
．

０
ｍ

掘
削

深
　
　

　
　
　
Ｈ

≦
１
．

３
（

１
段

）
→

Ｌ
＝

１
．

５
ｍ

掘
削

深
　
１
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軽量鋼矢板
L=4.0m（建込）



木製へ設置替えする

埋殺支保は、鋼製から

（残  　置）

軽量鋼矢板

掘 削 幅

0401図名
番号

整理
土　留　工

土　留　工

2

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

10㎝

切梁　１２cm(松丸太)

＠１．５ｍ

腹起し　１５cm(松太鼓落し) Ｌ＝４．０ｍ



(1.5ｍ＜Ｈ≦3.5m)
断面図

(1.5ｍ＜Ｈ≦3.5m)
平面図

(3.5ｍ＜Ｈ≦4.0m)
平面図

(3.5ｍ＜Ｈ≦4.0m)

0401図名
番号

整理

土  留  工

ガイドレール

シャットパネルＡ

シャットパネルＢ

掘
削
深
　
Ｈ

掘削幅

ガイドレール

シャットパネルＡ

シャットパネルＢ

シャットパネルＣ 掘
削
深
　
Ｈ

掘削幅

掘
削

幅

掘
削

幅

サポートジャッキ サポートジャッキ

ガイドポスト ガイドポスト

3000 30003000 30003000 3000

断面図
1.50＜Ｈ≦2.00

2.00＜Ｈ≦2.50

2.50＜Ｈ≦3.00

3.00＜Ｈ≦3.50

3.50＜Ｈ≦4.00

H=2.00

H=2.50

H=3.00

H=3.50

H=4.00

Ｈ(m) (m)
ﾊﾟﾈﾙ長平均掘削深

土留工の適用範囲

（建込み簡易土留）

（参考図）

土  留  工（建込み簡易土留） 3



１号人孔標準構造図

縦断面図平  面  図 横断面図（　）内数字，目地含む

車道
16
0
0

※　構造計算上必要な場合は所要の配筋をすること。
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820

600

820

150 150

φ1600

150 150

φ1600

6
0
0

H
2
50

2
0
0

（
6
1
0
）

110110

マ
ン
ホ
ー
ル
深

110 110

20
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φ
90
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ふた及び受わく

モルタル

調整リング

調整ワッシャー

φ900 200

t=10

φ900 200

ふたボルト

10102図名 １号人孔標準構造図 整理
番号



平　面　図 縦断面図 横断面図
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2
0
0
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マ
ン
ホ
ー
ル
深

110 110

7575 600

底版

インバート

直壁

斜壁

調整リング

調整ワッシャー

ユニモルタル

ふた及び受わく

7575 600

75

75

φ
60

0

躯体

20102図名 組立Ｙ号人孔標準構造図
整理

番号

組立Ｙ号人孔標準構造図



平 面 図

縦断面図 横断面図

600

820

600

820

950 950

110 110110110

750

底版

躯体ブロック

直壁

斜壁

調整リング

モルタル

ふた及び受わく

ふたボルト

7575 750 7575

D

インバート

2
0
0

75

75

φ
75

0

調整ワッシャー

マ
ン
ホ
ー
ル
深

30102図名
番号

整理
組立０号人孔標準構造図

組立０号人孔標準構造図



平 面 図

縦断面図 横断面図

40102図名
番号

整理
組立１号人孔標準構造図

組立１号人孔標準構造図

ステップ ステップ

＊人孔深が1.5m未満の場合はｽﾃｯﾌﾟをつけない。
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820

600

820

1,100 1,100

110 110 110 110

φ
90

0

マ
ン
ホ
ー
ル
深

底版

7575 900 7575 900

モルタル

調整リング

斜壁

直壁

躯体ブロック

ふたボルト

インバート

ふた及び受わく

75

75

調整ワッシャー

2
0
0



縦断面図横断面図

平 面 図

820

600 110110

マ
ン
ホ
ー
ル
深

2
0
0

14501450

820

600 110110

φ
12
00

100100 1200

D

100100 1200

底版

斜壁

調整リング

モルタル

ふたボルト

ふた及び受わく

10
0

10
0

インバート

調整ワッシャー

直壁

50102図名
番号

整理
組立２号人孔標準構造図

組立２号人孔標準構造図

ステップステップ

＊人孔深が1.5m未満の場合はｽﾃｯﾌﾟをつけない。



ステップ

ステップ

基礎のみ

長方形

60102図名
番号

整理組立特殊１号

マンホール標準構造図

平 面 図

横断面図縦断面図

＊人孔深が1.5m未満の場合はｽﾃｯﾌﾟをつけない。

組立特殊１号マンホール標準構造図

600 300

900

60
0

820

110600110
ふた及び受けわく

20
0

110 600 110

820

1,100

800

直壁

躯体ブロック

7575 900

ふたボルト

インバート

調整ワッシャー

マ
ン
ホ
ー

ル
深

モルタル

調整リング

斜壁

底版

600



本管径　φ１５０

平 面 図 Ａ － Ａ

断 面 図

Ａ Ａ

2
1
0

L
 =
 
(
 
H
 
- 
 
h
1
 
-
 1
5
0
 
)

1
5
0

マ
ン
ホ
ー
ル
深
　
Ｈ

直
 
管
 
長

h
1

インバート桝

立管　ＶＵφ３００

φ298

L2 L1保護鉄蓋

沈下防止板

内蓋(ゴムパッキン付)

インバート桝

70102図名 小口径塩ビマス
番号

整理

小口径塩ビマス

１５０－３００

１５０－３００

保護鉄蓋



0102図名
番号

整理
8小口径塩ビマス

平 面 図

断 面 図

保護鉄蓋

インバート桝

内蓋(ゴムパッキン付)

立管　ＶＵφ３００

インバート桝

φ298

Ａ Ａ

Ａ － Ａ

L1 L2

2
1
0

1
5
0

L
 
=
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H
 
-
 
h
1 
-
 
15
0
 
)

マ
ン
ホ
ー
ル
深
　
Ｈ

直
 
管
 
長

h
1

２００－３００

沈下防止板

小口径塩ビマス
本管径　φ２００

２００－３００

保護鉄蓋



平 面 図 Ａ － Ａ

断 面 図

1
5
0

Ａ Ａ

L
 
=
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H
 
-
 
h
1 
-
 
15
0
 
)

直
 
管
 長

マ
ン
ホ
ー
ル
深
　
Ｈ

h
1

L1 L2

インバート桝

立管　ＶＵφ３００

φ298

2
1
0

沈下防止板

保護鉄蓋

0102図名
番号

整理
小口径塩ビマス 9

小口径塩ビマス
本管径　φ２５０

内蓋(ゴムパッキン付)

保護鉄蓋

２５０－３００

インバート桝

２５０－３００



470

小口径コンクリートマス

断面図

調整金具

斜壁　　ＪＳＭＹ
85

直壁　　ＪＳＭＴ

30060 60

マ
ン
ホ
ー
ル
深

平面図

60

60

調整リング　　ＪＳＭＲ

340

φ
30

0

基礎板　　ＪＳＭＢ

底　　ＪＳＭＫ２　（中間点）
　　　　　　　　　（起点）

蓋及び受わく

600

2
0
0

図名
整理
番号

小口径コンクリートマス ２ ０ １ １ ０



断面図

平面図
20

0

マ
ン
ホ
ー
ル
深

ＲＣ-４０

上部壁

調整リング(t=50）

マンホール蓋（３００）

直壁

70

φ300

φ460
11

0

底　版

砕石 基礎

小口径レジンマス

インバート

図名
整理
番号

小口径レジンマス標準構造図 2 0 1 1 1



h 
= 

H 
+ 

t 
+ 

D'
 +

 t
' 

+ 
10

0

現場打人孔用（開削部）

Ａ型：同時施工用

Ｂ型：将来用

（Ａ） （Ｂ）

管
外

径

1
0
0

1
0
0

（Ａ） （Ｂ）

H-
 

D 2

t

D2/
2

D2/
2

キャップ

将来流入管

h1
h2

t'
D'

t'
100

h1

h'-50

h'

Ｌ＝１０００
副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)

副管用（ＶＵ）

ＶＵ（ＳＴ）

副管用
90°曲管

副管用90°支管

マンホール継手
(砂付短管)
L=３００

段
差

Ｈ

h' h'

h'-50h'-50

D

150
h 

= 
H 

+ 
t 

+ 
D'

 +
 t

' 
- 

60
0

700

L
=
H
-
　

-
　

-
h
1
-
h
2
-
t
'

D2 2
D 2

L
=
H
-
 
 
-
 
 
-
h
1
-
t
'

2D2
2D

整理
番号

図名 3 0 1開削用副管工

100
100

h'

開削用副管工

ＶＵ

ＶＵ(ＤＳ)
カラー

Ｈ＜６００㎜は設けない

15
0

2 0

副管径Ｄ２ ｈ１ ｈ２ 副管用90°曲管呼び径Ｄ１

200

250

150

200

170

196 160

140

150 100 128 120

Ｌ＝250

Ｌ＝178

Ｌ＝301

178*2=356≒400

250*2=500

301*2=602≒600

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

※ h'は5㎝単位とする。

L L



将来流入管

（Ｄ）（Ｃ）

Ｄ型：将来用

Ｃ型：同時施工用

組立人孔用（開削部）

10
0

管
外
径

10
0

h'

ｈ'

（Ｃ）

15
0

h2
t'

D'
t'

10
0

D2
/2

キャップ

（Ｄ）

h'+100

h'

D2
/2

L=３００
(砂付短管)

マンホール継手
副管用(ＶＵ)

90°曲管
副管用

2D
H-

 

h'+100

h'

15
0

70
0

h1
2D

2D2

カラー
ＶＵ(ＤＳ)

副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)
Ｌ＝１０００

10
0

10
0

ｈ'+100

段
差
Ｈ

Ｃ

h1

h=
H+

D'
+t
'+

C+
10

0

L=
H-

 　
- 
　
-h

1-
t'

ＶＵ(ＳＴ)

h=
H+
D'

+t
'+

C-
60

0

2D
D2 2

L=
H-

 　
- 

　
-h
1-

h2
-t

'

203図名
番号
整理

開削用副管工

D

開削用副管工

副管用90°支管

VU

Ｈ＜６００㎜は設けない

2 0

副管径Ｄ２ ｈ１ ｈ２ 副管用90°曲管呼び径Ｄ１

200

250

150

200

170

196 160

140

150 100 128 120

Ｌ＝250

Ｌ＝178

Ｌ＝301

178*2=356≒400

250*2=500

301*2=602≒600

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

※ h'は5㎝単位とする。

L L



h'

（Ｆ）（Ｅ）

Ｆ型：将来用

Ｅ型：同時施工用

推進管上用

L=
H-

D-
t-

h3
-t

'

h1
=H

-D
-t

+D
'+
t'

-6
00

70
0

h3

h2

（Ｆ）（Ｅ）

h'h'

推進管

副管用90°支管

カラー
ＶＵ(ＤＳ)

取出支管

将来流入管

D

t

L=
H-

D-
t-
h3

-h
4-

t'
t'

t'
10

0

D'
 

h4

キャップ

立坑ベース

h'

10
0
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0

管
外
径

h1
＝
H-

D-
t+

D'
+t

'+
10

0
h2

h3

副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)
Ｌ＝１０００

H 
- 

D

段
差

Ｈ

203図名
番号
整理

推進用副管工

推進用副管工

ＶＵ

Ｈ＜６００㎜は設けない

0 3

副管径Ｄ２呼び径Ｄ１

200

250

150

200 160

140

150 100 120

ｈ３

45

50

50

ｈ４ 防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

※ h'は5㎝単位とする。

600

500

400



（Ｈ）（Ｇ）

Ｈ型：将来用

Ｇ型：同時施工用

現場打人孔用（立坑部）

（Ｈ）（Ｇ）

h' h'

70
0

h1
=H
+t

+D
'+

t'
-6

00
h2

H-
 

D 2

将来流入管

D2/
2

t

立坑ベース

キャップ

副管用90°支管

副管用（ＶＵ）
マンホール継手
（砂付短管）
Ｌ＝３００

h'

管
外
径 10

0
10

0

h1
=H

+t
+D

'+
t'

+1
00

h2

h3
10

0
t'

D'
t'

h4

副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)
Ｌ＝１０００

h'

L=
H-

  
 -

  
 -
h3

-h
4-

t'
D 2

2D2

ＶＵ(ＤＳ)

副管用
90°曲管

ソケット

ＶＵ(ＳＴ)

h3
L=

H-
  

 -
  

 -
h3

-t
'

D 2
2D2

203図名
番号
整理

推進用副管工

段
差

Ｈ

D

推進用副管工

ＶＵ

Ｈ＜６００㎜は設けない

0 4

副管径Ｄ２ 副管用90°曲管呼び径Ｄ１

200

250

150

200

170

196 160

140

150 100 128 120

Ｌ＝250

Ｌ＝178

Ｌ＝301

178*2=356≒400

250*2=500

301*2=602≒600

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

※ h'は5㎝単位とする。

ｈ３ ｈ４

L L



h'

（Ｊ）（Ｉ）

Ｊ型：将来用

Ｉ型：同時施工用

組立人孔用（立坑部）

（Ｊ）（Ｉ）

将来流入管

立坑ベース

キャップ
h' h'

H-
 

D 2
D2/

2

ＶＵ（ＳＴ）
90°曲管
副管用

副管用（ＶＵ）
マンホール継手
（砂付短管）
L=３００

h'

管
外
径 10

0
10

0

L=
H-

  
- 

 -
h3
-h

4-
t'

h3
h4

t'

D'

t'
10

0

h2

2D2
D 2

70
0

h3

h2

副管用90°支管

C
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h3
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'
D 2

2D2

h1
=H
+D
'+

t'
+C

-6
00

h1
=H

+D
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t'
+C

+1
00

Ｌ＝１０００
副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)

段
差

Ｈ

D

203図名
番号
整理

推進用副管工

推進用副管工

ＶＵ（ＤＳ）
ソケット

ＶＵ

Ｈ＜６００㎜は設けない

0 5

副管径Ｄ２ 副管用90°曲管呼び径Ｄ１

200

250

150

200

170

196 160

140

150 100 128 120

Ｌ＝250

Ｌ＝178

Ｌ＝301

178*2=356≒400

250*2=500

301*2=602≒600

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

※ h'は5㎝単位とする。

ｈ３ ｈ４

L L



70
0

既
設

将
来
用
副
管

ＶＵ（ＤＳ）
ソケット

副管用90°支管

Ｌ＝１０００
副管分岐用マンホール継手(ＭＲＬ)

10
0

10
0管

外
径

h'

h'

h'

副 管 取 付 工

D

D
2
/
2

段
差
H

H
-
D 2

03図名
番号
整理

副管取付工 2 0 6

副管径Ｄ２呼び径Ｄ１

200

250

150

200

150 100

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｈ'

600

500

400

※ h'は5㎝単位とする。



t'
t'

副管径Ｄ２ ｈ１ ｈ２呼び径Ｄ１ 副管用90°曲管

内　副　管　工

モルタル

段
差

Ｈ

Ｈ
-
D
/
2

D

D
2
/
2

D
1

L
=
H
-
D
+
D
2
/
2
-
h
1
-
h
2
-
t
'

（塩ビ管用）

受口カラ－

30図名
番号
整理

3内副管工

塩ビ管

h
2

h
1

止金具

直管

90°曲管

Ｈ＜６００㎜は設けない

内副管用十字管

200

250

150

200

170

196

185

150 100 128

塩ビ管用内副管（十字管）

211

156

0 1

（90°大曲ｴﾙﾎﾞ）

Ｌ＝178

Ｌ＝250

Ｌ＝301



t'
t'

副管径Ｄ２呼び径Ｄ１

内　副　管　工

モルタル

D
1

（塩ビ管用）

図名
番号
整理

内副管工

塩ビ管

止金具

Ｈ＜６００㎜は設けない

D

段
差

Ｈ

段
差

Ｈ
’

受口カラ－

直管

H
-
D
+
D
2
/
2
-
h
1
-
h
2
-
t
'

L
= (

H
'
-
D
-
h
-
t
'
)

h1 h2

L=500

h
2

副管用90°曲管

内副管用十字管

D
2

h
1

塩ビ管用内副管（十字管）

200

250

170

196

150 128

303

100

150

200

156

185

211

0 2

90°曲管

（90°大曲ｴﾙﾎﾞ）

L=178

L=250

L=301



t'
t'

副管径Ｄ２ ｈ１ ｈ２呼び径Ｄ１ 副管用90°曲管

内　副　管　工

段
差

Ｈ

D

D
2
/
2

D
1

L
=
H
-
D
+
D
2
/
2
-
h
1
-
h
2
-
t
'

図名
番号
整理

内副管工

塩ビ管

h
1 Ｈ＜６００㎜は設けない

（貼付型）

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

直管

塩ビ管用内副管（貼付型）

90°曲管

止金具

内 副 管 用 継 手

303

h
2

Ｈ
-
D
/
2

マ ン ホ ー ル 用 可 と う 継 手

0 3

200 150 170

150 100 128 148

192

100 128 148100

（90°大曲ｴﾙﾎﾞ）

備 考

取付管Ｌ＝178

Ｌ＝250

Ｌ＝301



取出支管

取付管土工標準図

１
０

０
管

径

ＶＵ直管

Ｖ
Ｕ

直
管

ＶＵ４５°ベンド

ＶＵ３０°ベンド

キャップ

※３　取付管土工標準図は本管土工標準図に準ずる。

※２　官民境界で土被り８０ｃｍを確保するように布設すること。

※１　取付管先端は官民境界より民地側へ３０ｃｍ貫入すること。注意事項
６００

１
０

０

図名 取付管布設図 ４ ０ １ ０ １整理
番号

ソケット（ＶＵ）

取付管布設標準図

再生砂



（国道，歩道，アスファルト舗装）

10105図名
番号

整理
路面復旧工

路 面 復 旧 工

本復旧幅（全幅員）

掘削幅

本復旧幅（全幅員）

掘削幅

本復旧幅（全幅員）

掘削幅

25
0

50
50

50

不陸整正

プライムコート

（補足材３㎝再生 RC-30）

山　土

ＲＣ－４０

山　土

山　土

30
0

プライムコート

不陸整正

タックコート

タックコート

不陸整正

プライムコート粗粒３０％再生(TOP20)

密粒３０％再生(TOP20)

粗粒３０％再生(TOP20)

密粒３０％再生(TOP20)

乗入(Ｂ型)

乗入(Ｃ・Ｄ型)

本復旧幅（全幅員）

掘削幅

不陸整正

プライムコート

（補足材３㎝再生 RC-30）

山　土

40
10
0

一 般 部

乗入(Ａ型)

50
25

0

密粒３０％再生(TOP13)

密粒３０％再生(TOP20)

50
50

ＲＣ－４０

ＲＣ－４０

ＲＣ－４０



路面復旧工

（県道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１０，１５）

本復旧幅

ａ

ｂ

プライムコート

不陸整正

タックコート

カッター

備    考

※　影響幅(Ａ)は路盤厚とし、占用条件による場合は別途とする。

（補足材３㎝再生 RC=30）

20105図名 路面復旧工 整理
番号

カッター
影響幅

(A)

掘削幅 影響幅

(A)

再生クラッシャーラン４０

ｔ＝１０㎝

ｔ＝１５㎝

舗  装  厚 ａ ｂ

密粒３０％再生
２０mm TOP

厚　５０㎜

密粒３０％再生
２０mm TOP

厚　５０㎜

粗粒３０％再生

厚　５０㎜

安定処理

厚　１００㎜



掘削幅 影響幅
カッター

ａ

ｂ

ｃ

カッター

タックコート

プライムコート

再生クラッシャーラン40

Ｃｂａ

ｔ＝１８㎝

ｔ＝２０㎝

舗  装  厚 備    考

路面復旧工

（県道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１８，２０）

※　影響幅(Ａ)は路盤厚とし、占用条件による場合は別途とする。

不陸整正
（補足材３㎝ RC-30）

30105図名 路面復旧工 整理
番号

影響幅

本復旧幅

(A) (A)

密粒３０％再生
２０mm TOP

厚　５０㎜

密粒３０％再生
２０mm TOP

厚　５０㎜

粗粒３０％再生

厚　５０㎜

粗粒３０％再生

厚　５０㎜

安定処理

厚　８０㎜

安定処理

厚　１００㎜



 40

 30

密粒30％再生 ＲＣ３０

―

―

100

150

40105図名 路面復旧工 整理
番号

路面復旧工

（県道，歩道，アスファルト舗装）

本復旧幅（全幅員）

掘削幅 影響幅
カッター

ｂ
ａ

不陸整正

プライムコート

カッター
影響幅

(A) (A)

再生クラッシャーラン３０

又は粒調砕石３０
細粒３０％再生又密粒３０％再生

ａ b c種　別 舗装厚

100

一般部

乗入部

乗入部

ｔ＝３cm

ｔ＝４cm

ｔ＝５cm
 50

（補足材３㎝ RC-30又はＭ30）

100

細粒13再生 ＲＣ３０ ―

細粒13再生 ＲＣ３０ ―

Ｍ３０



50105図名
番号

整理
路面復旧工

路面復旧工

50

掘削幅

密粒３０％再生

不陸整正

プライムコート

本復旧幅

（補足材３㎝ RC-30）

カッター カッター

10
0 再生クラッシャーラン３０

（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝５）



（市道，車道，アスファルト舗装　ｔ＝１０，１５）

60105図名
番号
整理

路面復旧工

路面復旧工

再生クラッシャーラン４０

カッターカッター

タックコート

（補足材３㎝再生クラッシャーラン３０）

不陸整正

プライムコート

厚　５０㎜

厚　５０㎜

厚　１００㎜

厚　５０㎜

ｔ＝１５㎝

ｔ＝１０㎝

ｂａ舗  装  厚 備    考

密粒３０％再生 粗粒３０％再生

密粒３０％再生

C

C

再生砕石

再生砕石

厚１６０㎜

厚１６０㎜

瀝青安定処理

本復旧幅

a
b

掘削幅



図名
番号
整理

路面復旧工

路面復旧工

切　　削　　　t=5㎝

タックコート

再生30%密粒As(13top)　t=5㎝

（市道，車道，切削，アスファルト舗装　ｔ＝１０）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ４０ t=20㎝

再生瀝青安定処理　　 t=5㎝

05 1 0 7



図名
番号
整理

路面復旧工

路面復旧工

瀝青安定処理 t=10㎝

タックコート

（市道，車道，切削，アスファルト舗装　ｔ＝１５）

切　　削　　　t=5㎝

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ４０ t=16㎝

105 0 8

再生30%密粒As(13top)　t=5㎝



図名
番号

整理
路面復旧工

路面復旧工

（市道，車道　防塵処理）

掘削幅

本復旧幅

山　　土

防塵処理（２層）

1
20 再生クラッシャーラン３０

0105 9



路面復旧工

図名
番号
整理

路面復旧工

本復旧幅

掘削幅

不陸整正

プライムコート

（補足材３㎝ RC-30）

カッター カッター

ａ
ｂ

３０％再生As

再生クラッシャーラン３０

備    考

再生砕石

再生砕石

厚１００㎜

厚１００㎜

ｂａ

乗 入 部

細粒３０％再生

区 分

一 般 部
厚　３０㎜

密粒３０％再生

105 1 0

良 質 土

（市道，歩道，アスファルト舗装　ｔ＝３，４）

厚　４０㎜



路面復旧工

（市道，未舗装）

図名
番号

整理
路面復旧工

30

山　　土

ＣＢＲ２０以上

本復旧幅
不陸整正

1
0
0

105 1 1

（補足材３㎝ C-30）

クラッシャーラン３０



※　影響幅(Ａ)は路盤厚とし、占用条件による場合は別途とする。

図名 路面復旧工 整理
番号

（国道，側道，アスファルト舗装　ｔ＝５）

105 1 2

路面復旧工

本復旧幅

影響幅 掘削幅 影響幅

（A) （A)
カッター

タックコート

カッター

粒調砕石　４０

再生30%密粒As(20)　t=5㎝
RC－40　t=20cm



図名
番号
整理

路面復旧工

路面復旧工

瀝青安定処理 t=10㎝

タックコート

切　　削　　　t=5㎝

再生30%密粒As(20top)　t=5㎝

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ４０ t=16㎝

105

（県道，車道，切削，アスファルト舗装　ｔ＝１５）

1 3



着 工 前

210 φ600 210

完 成

110

820

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
φ21.5mm

調整リング

モルタル

600 110

調整ワッシャー

蓋及び受枠(組立用)

蓋及び受枠(現場打用)

010図名
番号

整理

人孔蓋取替標準構造図

人孔蓋取替標準構造図 6 1



0図名
番号

整理
サイフォン標準構造図 7

50
0

01 1

ベントサイフォン標準構造図

Ｂ

ｈ１：基準高

Ｂ/2+300以上

　可とう継手

ＣＬ

▽ｈ１▽ｈ２

▽ｈ３▽ｈ４

ｈ２：ｈ１－20mm

ｈ４：ｈ３－20mm

ｈ３：ｈ２－伏越しの損失水頭(伏越し規定による)

　45°曲管（ゴム輪受口）

Ｂ：既設断面と計画断面のいずれか大きい方

　片受け直管(K-1)(ゴム輪受口)

伏越し管渠延長(人孔間延長)　L≦20m

　短管（ゴム輪受口）L=500(最大1000まで)


